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全体会 
パネルディスカッション 登壇者プロフィール（敬称略） 

 

○コーディネーター 

池上 重弘  公立大学法人 静岡文化芸術大学 副学長 

北海道大学大学院文学研究科修了。同大助手、静岡文化芸術大学助教授等を経て 2008 年よ

り教授、2017 年より副学長。専門は文化人類学、多文化共生論。文部科学省、総務省等の有

識者会議等の委員や、愛知県、静岡県、浜松市、磐田市等の多文化共生に関わる委員を歴任。

日本社会の多文化・多民族化に伴う地域の課題を実証的に研究。 

 

○パネリスト 

岩田 美幸  国土交通省 中部地方整備局 企画部長 

京都大学大学院工学研究科修了。1990 年に建設省採用。2003 年外務省在オーストラリア

日本国大使館一等書記官を経て、2006 年国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所長。

2011 年国土交通省大臣官房技術調査課技術企画官、2015 年内閣官房内閣参事官を務め、

2017 年から現職。 

 

萩本 範文  公益財団法人 南信州・飯田産業センター 専務理事 

名古屋工業大学電気工学科卒業後、多摩川精機株式会社に入社。飯田工場、東京研究所、営業

を経て、設計・開発業務に従事。1998 年に代表取締役社長に就任。2017 年に取締役を辞

任し、AM システムズ株式会社を設立。 

 

前田 忍   公益財団法人 浜松・浜名湖ツーリズムビューロー 理事・事業本部長 

1996 年北里大学卒業後、製薬企業や流通小売業、通販企業を経験。その間に名古屋商科大学

経営大学院経営学修士課程（MBA）修了。その後、食のテーマパークの立ち上げを行なった

のちに北海道のホテル及び静岡県島田市の大井川鐵道の事業再生を代表取締役として陣頭指揮

を執る。2018 年 4 月より浜松市と湖西市の地域連携 DMO の理事・事業本部長に就任。岐

阜県出身。 

 

井上 隆信  国立大学法人 豊橋技術科学大学 副学長  

北海道大学大学院工学研究科修了。1986 年に環境庁国立公害研究所水質土壌環境部の研究員

となる。岐阜大学工学部土木工学科（現、社会基盤工学科）の助教授を経て、2004 年に豊橋

技術科学大学建設工学系（現、建築・都市システム学系）の教授、2016 年から同大副学長（兼

務）。 
 

鈴木 康友  浜松市長／SENA 会長 

1980 年慶應義塾大学法学部を卒業後、松下政経塾に入塾（第１期生）し 1985 年に同塾卒

塾。ステラプランニング代表取締役を経て、2000 年に衆議院議員に初当選（２期）。この間、

経済産業委員会理事等を歴任。2007 年浜松市長に就任（現在３期目）。2011 年 12 月から

指定都市市長会副会長。  
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平成３０年１０月２９日

第2次三遠南信地域連携
ビジョン（案）について

三遠南信地域連携ビジョン推進会議

2

SENA 総会・委員会

SENA 拡大委員会

新ビジョン策定委員会

SENA 幹事会

SENA 事務局

1 策定体制

○委員長
静岡文化芸術大学 副学長

池上 重弘 氏

○メンバー
SENA構成員、
学識者、住民など

○開催状況
・第1回 平成29年8月 2日
・第2回 平成29年9月11日
・第3回 平成30年１月23日
・第4回 平成30年６月19日
・第5回 平成30年９月13日
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2 三遠南信地域の規模

※人口：国勢調査（2015年）
民営事業所数：経済センサス活動調査（2016年）
製造品出荷額等：工業統計（2017年）
卸売・小売年間商品販売額：経済センサス活動調査（2016年）
農業算出額：市町村別農業産出額（推計）（2016年）

指標 都道府県順位 規模

人口 14位 2,472,744 人 .

民営事業所数 15位 108,019 か所

製造品出荷額等 6位 13兆 4,768 億円

卸売年間商品販売額 17位 3兆 5,717 億円

小売年間商品販売額 15位 2兆 5,720 億円

農業算出額 7位 3,263 億円

4

3 人口推計（総人口）

※2015 国勢調査（2015）
2018 「社会保障・人口問題研究所」の人口推計値をもとに、算出。
2030 「社会保障・人口問題研究所」の人口推計値

2,472,744人 2,437,833人 2,267,266人

2,250千人

2,300千人

2,350千人

2,400千人

2,450千人

2,500千人

2015（H27） 2018（H30） 2030

新ビジョン策定年

新ビジョン目標年
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5

3 人口推計（年齢層割合）

13.7 13.1 11.3

59.6 58.7
56.7

26.7 28.2 32

0%

25%

50%

75%

100%

2015(H27) 2018(H30) 2030

65～

15～64

0～14

新ビジョン策定年 新ビジョン目標年

※2015 国勢調査（2015）
2018 「社会保障・人口問題研究所」の人口推計値をもとに、算出。
2030 「社会保障・人口問題研究所」の人口推計値

6

４ 産業構造

8.5 7.3 6.8

38.4 37.2 36.7

53.1 55.6 56.5

0%

25%

50%

75%

100%

2005(H17) 2010(H22) 2015(H27)

第3次産業

第2次産業

第1次産業

※第1次、第2次、第3次産業別の就業者割合の推移
国勢調査（2005、2010、2015）
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５ ビジョンの計画期間・目的

(１) 交通基盤整備の進展に伴う交流・連携活動の深化

(２) 産業構造の転換期を先取りする産業創造力の強化

(３) 三遠南信地域固有の地域資源の活用による交流人口の拡大

(４) 流域住民が共生する県境を越えた広域生活圏の形成

(５) 三遠南信地域の持続的発展を支える人づくり

○計画期間

12年間（2019年～2030年）

○目的

8

６ 新ビジョンのテーマ

三遠南信流域都市圏の創生

～日本の県境連携先進モデル～
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７ 新ビジョンが目指す地域像

(１) 大都市圏・世界と結ばれる広域連携都市圏の形成

(２) 中部圏での中核的都市圏の形成

(３) 流域循環圏の形成

８-１ 地域連携活動のイメージ

住民

企業

農林水産業者
大学・学生

報道機関等

金融機関

商業者

NPO

市町村

商工会議所・商工会
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８-２ 地域連携プラットフォームの構造

SENA

三遠南信地域の住民・企業・金融機関・NPO・大学等

遠
州

南
信
州

行政
（市町村）

経済
(商工会議所・商工会)

東
三
河

12

９ 地域連携の方針

道

中部圏の中核的都市圏となる地域基盤の形成

Ⅰ 人と物の交流促進

Ⅱ 情報の交流促進

技

革新を取り込む産業創造圏の形成

Ⅰ 既存産業の活力増進

Ⅱ 産業創造力の強化

【基本方針 及び 推進方針】
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９ 地域連携の方針

風土

流域文化創造圏の形成

Ⅰ 多様な地域資源を活かした広域観光の推進

Ⅱ 地域固有の文化財や自然環境の保存と継承

住

安全安心な広域生活圏の形成

Ⅰ 地域住民の安全安心の確保

Ⅱ 定住推進モデルの形成

人

地域の持続的発展に向けた人材集積地の形成

Ⅰ 次世代を担う人財の育成・確保

Ⅱ 誰もが輝く地域づくり

14

１０ 重点プロジェクト

(１)

三遠南信交通ネットワーク形成プロジェクト

 三遠南信広域交通ネットワークの構築（新）

 三遠南信自動車道の建設促進にかかる要望活動 など

(２)

三遠南信圏民の一体感醸成プロジェクト

 三遠南信地域におけるスポーツイベントとの連携事業(新)

 三遠南信プロモーション（新） など

(３)

地域の稼ぐ力強化プロジェクト

 三遠南信輸出連携事業

 軽トラビジネス推進事業（新） など
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１０ 重点プロジェクト

(４)

三遠南信探訪プロジェクト

 道の駅、SA・PAを活用した三遠南信地域の観光情報発（新）

 塩の道サイクルツーリズム事業（自転車旅）（新） など

(５)

中山間地域が輝くプロジェクト

 三遠南信地域おこし協力隊等のネットワーク化（新）

 峠の国盗り綱引き合戦の開催 など

(６)

住むなら三遠南信プロジェクト

 三遠南信移住促進事業（新）

 浜松市消防ヘリコプターによる航空消防応援協定 など

16

１０ 重点プロジェクト

(７)

人生100年時代プロジェクト

 三遠南信地域担当者研修会の開催

 三遠南信中学生交流事業 など
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１１ 推進スケジュール
第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅲ期

年 度 2019 ～ 2022 2023 ～ 2026 2027 ～ 2030

ビジョン

重点プロ
ジェクト

評価・
見直し

評価・
見直し

評価・
見直し

18

１2 策定スケジュール

平成30年
10月 三遠南信サミットでの基本合意
11月 パブリックコメント

平成31年
1月～

第6回 新ビジョン策定委員会
SENA委員会 …最終案審議
SENA総会… … 最終案議決
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新ビジョンへの期待

南信州・飯田産業センター
専務理事 萩本 範文
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新ビジョンへの期待
〜広域観光施策と地域づくり〜

浜松・浜名湖ツーリズムビューロー
理事・COO 前田 忍

観光地域づくりの整備

1

三遠南信道の全線開通

JR飯田線の活用

地域との連携

宿泊施設の整備

2次交通網の活用

各地域の新たな観光のハブづくり（地域の強みの磨き上げ）

観光の活用（サイクリング、登⼭電⾞、レストラン列⾞）

体験プログラム作成、住⺠による景観整備、観光⼈材の育成

古⺠家を活用した⺠泊・農泊の推進

公共交通の広域周遊きっぷ（電⾞、バス、タクシー割引）

リニアの開通 ⻑野県駅の集客のハブ化とブランディング

現在︓既存施設・インフラの活用と整備

将来︓交通網の活用と地域ブランディング

今からできる事と将来の計画の策定

-17-



観光マネジメント体制

DMOによるマーケティングと戦略⽴案・実⾏

≫広域連携DMO︓ 中央⽇本総合観光機構（⻑野県・愛知県・静岡県・富⼭県・福井県
石川県・岐阜県・三重県・滋賀県）

≫地域連携DMO︓ ⻑野県観光機構（⻑野県）
静岡県観光協会（静岡県）
浜松・浜名湖ツーリズムビューロー（浜松市・湖⻄市）
奥三河観光協議会（新城市・設楽町・東栄町・豊根村）

≫地域DMO ︓ 阿智昼神観光局（阿智村）

地域の観光マネジメントはDMOとの連携が必須

三遠南信地域の登録済みDMO（6法⼈）

三遠南信地域の観光による地域GDPの最大化

観光地域づくりの戦略策定と実⾏を通じ「地域の稼ぐ⼒」を引き出す法⼈DMOとは
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「道」分科会 

『「中部圏の中核的都市圏となる地域

基盤の形成」に向けて』 

 

「道」分科会報告資料 
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三遠南信情報紙
「三遠南信Biz」創刊に向けて

南信州新聞社

南信州新聞社とは

• ３紙が合併し、１９５４（昭和２９）
年に創刊。

※２０１９年は創刊６５周年

【取材・購読エリア】

飯田市・下伊那郡

【事業内容】

日刊新聞「南信州新聞」発行

出版、印刷
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三遠南信の未来を見据えて

1993年10月29日発行 2009年１月１日から本紙に毎月掲載 2010年から年２回発行

過去の連携ビジョンでは…
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三遠南信地域の現状・課題

•県境を越えて伝わる情報が少ない

•リニア中央新幹線や三遠南信道の整備が
進み、3圏域を取り巻く状況が変化しつつあ
る

弊社からの提案

•三遠南信地域を取材・購読エリアとする新媒体「三遠南信
Biz」を創刊する

•三遠南信·リニア時代を先取りする動き、中小企業や個人に
よる注目のローカルビジネス（なりわい、ビジネス、事業）な
どを「人」を基軸に紹介する

・「交流とは経済活動のこと」
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体裁、発行頻度

•タブロイド12ページ、全ページカラー、当面は月１回発行

•三遠南信を中心に郵送で配達

•ＷＥＢ展開も

-24-



運営・取材体制

•三遠南信地域の有識者に関わっていただく

•本紙記者＋さまざまな立場の協力ライター(三遠地域を網
羅)で取材

•将来的には他の報道機関と連携して発行できるように

「スモールスタート」

「みんなでつくり育てる新聞」

―三遠南信の人と地域に

新しい時代を生き抜くためのヒントと活力を―

•小さく始め、関わる人を増やしながら、段階的に

-25-



紙面の特徴

•企業より人に注目

• 「この人に会ってみたい」「この地域に行きたい」

•ことさらにエリアを強調しない

•各圏域のおおまかな様子が分かるダイジェストニュースも

【新媒体の発行を重ねることで期待できる効果】

■人と人の新しいつながり、行き来が生まれる

■“三遠南信圏民"の意識が少しずつ高まる

■時代の変化に対応しながら存続する地域づくりが進む
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【ターゲット】

•方向性に賛同する三遠南信地域在住の同志
(エリア、年代、官民は問わない)

ご支援・ご協力・連携を

お願いいたします
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分科会 

 
 

「技」分科会 

『「革新を取り込む産業創造圏 

の形成」に向けて』 

 

「技」分科会報告資料 
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しんしろ軽トラ市
「のんほいルロット」

平成30年10月29日

• 概要
• 実施目的・背景
• 歴史
• 開催データ
• 出店者データ
• 来場者データ
• 開催時の様子
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概要

• 開催日時
–毎月第4日曜日 9：00～12：30

（毎年11月のみ2時間延長の拡大版実施）

• 開催場所
–新城中央通り商店街（中町～橋向交差点）

• 出店料
– 1回3,000円＋道路使用許可申請料3,000円／年

目的

• 「山湊馬浪」の復活
–江戸時代の交易拠点
（川船による舟運と馬による陸運の結節点）
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歴史

• 第1回

–平成22年3月25日（日） 開催

以降毎月第4日曜日開催

（台風のため1度の中止を除く）

• 第103回

–平成30年10月28日（日） 開催

開催データ

• 来場者数
– ２９，３７８人／年（昨年実績）

• 出店者数
– ８０２台／年（昨年実績）

• 売上額
– ２，５１６，０００円／回（過去の調査より）

• スタッフ数
–約３５人／回
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出店者データ

地 域 人数

新城市内 23

奥三河 4

豊橋・豊川 22

蒲郡・田原 2

西三河・知多 1

県内(名古屋他) 1

県外(浜松市他) 16

その他 0

販売金額出店地域

5,000円未満 4 5.8%

5,000円～10,000円未満 12 17.4%

10,000円～20,000円未満 16 23.2%

20,000円～50,000円未満 24 34.8%

50,000円～100,000円未満 10 14.5%

100,000円～150,000円未満 3 4.3%

150,000円～200,000円未満 0 0.0%

200,000円以上 0 0.0%

その他 0 0.0%

※30年9月実施実績

飯田市からの
出店者も含む

出店者データ

60

8
1

出店店舗（平成30年9月実施実績）

1年以上前からの継続 直近1年以内に初出店 新規出店者
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① 農産物・加工品
② 食品（物販）

③ 食品（飲食）

④ 雑貨・工芸品

⑤ 海産物・加工品

⑥ 企業ＰＲ

⑦ 古物・リサイクル 他

▼取扱商品ランキング
（30年9月開催軽トラ市調べ）

来場者データ

• 男女比
–男：女＝４：６

• 居住地
–新城市内：市外＝５５％：４５％

• 年齢層
～３９歳：４０～６９歳：７０歳～

＝３０％：４５％：２５％

※調査は今年度6月に実施
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来場者データ

• 使用金額
– １３４２円／１人

• 軽トラ市の魅力
–多様な出店店舗
–賑やかで活気のある雰囲気
–低価格

※調査は今年度8月に実施

来場者データ

• 使用金額
– １３４２円／１人

• 軽トラ市の魅力
–多様な出店店舗
–賑やかで活気のある雰囲気
–低価格

※調査は今年度8月に実施
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来場者データ

• 軽トラ市の位置づけ
–近隣のショッピングセンターへ立ち寄る人が多い

※調査は今年度8月に実施

生活や暮らしの
一部として定着

開催時の様子
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開催時の様子
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分科会 

 
 

「風土」分科会 

『「流域文化創造圏の形成」に向けて』 

 

「風土」分科会報告資料 
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•

•

•
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分科会 

 
 

「住・人」分科会 

『「安全安心な広域生活圏の形成」、 

「地域の持続的発展に向けた 

 人材集積地の形成」に向けて』 

 

「住・人」分科会報告資料 
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連携した婚活事業について

LLPマリッジローカルコネクト

木村彩香

「突撃！田舎にお嫁に来ませんか!?」
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LLPマリッジローカルコネクト

mlc-llp@outlook.jp

https://mlc-llp.wixsite.com/home
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